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GLOBAL MIND  
開智中学校・高等学校 国際交流委員会 

 

先月、ダートフォード・グラマースクールから２０名の生徒が来日し、31 日（水）本校で交流会が

開催されました。ダートフォード・グラマースクールは、1576 年に創立されたイングランドで最も

歴史ある学校の一つです。本校とは、２００８年から交流がスタートしました。 

毎年、秋には、日本語を学んでいる生徒達が本校を訪問、また、本校からも春休みに英国研修でダ

ートフォード・グラマースクールを訪問します。 

  

 

[1 時間目] 歓迎式 

開智ホールでの歓迎式。ダートフォード・グラマースクールの代表生徒ジョシュア君の日本語での 

スピーチが大変上手でしたね。ジョシュア君は、初めての来日だったそうです。 

「日本語は、英語と全然違うので興味をもち、勉強することに決めました。」と話をしてくれました。 

生徒会長、吉岡君も堂々と英語で歓迎のスピーチをしました。 

 

 

 

[2・３時間目] 交流会 

多目的教室にて各学年から選抜された交流生と一緒に、     

映像を使ってジェスチャーゲーム形式でお互いの文化を紹介 

し合いました。みんな楽しんで生き生きと笑顔で交流してい 

ました。 

 

[４時間目] 百人一首 

中等部２年 1組の生徒達と日本の伝統文化「百人一首」の体験をし 

ました。日本語を勉強しているダートフォード・グラマースクールの 

生徒たちは、読み上げられる句を必死に聞きながら札をとっていまし 

た。開智生たちも英語を使ってがんばっていました。 

 

[５時間目] ディスカッション 

中等部５年生の生徒達とグループディスカッションしました。 

テーマ：互いの国の第一印象について 

学習モチベーションについて 

将来の夢 

 

[6 時間目] 伝統文化 

書道と茶道を体験。                     

書道では、扇子に自分の名前を漢字で書いてもらいました。 

茶道では、茶道部にお手伝いしてもらい本格的な茶道を体験しました。 

 

 

～「国際人」への第一歩～ 

短い時間ではありましたが、今年も素晴らしい交流が出来ました。 

自分の意見を英語で伝えようと一生懸命に頑張っていた姿、伝わらずに困った表情、ようやく伝

わったときの笑顔など、みんなの生き生きとした表情が印象的でした。まさに異文化コミュニケー

ションの実体験。今後、この貴重な出会いと経験を生かし、英語力やコミュニケーション力を高め、

国際社会で活躍できる人に育ってほしいと願っています。 

また、本校には夏休みオーストラリア語学研修や韓国姉妹校訪問などの機会もあります。ぜひ、

積極的に参加してください。開智生として、国際人への第一歩を踏み出しましょう！ 
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